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｜
例
会
記
録
一

十
二
月
例
会
（
日
本
薬
史
学
会
・
日
本
獣
医
師
学
会
と
合
同
）

平
成
十
三
年
十
二
月
十
五
日

順
天
堂
大
学
医
学
部
九
号
館
八
番
教
室

一
、
わ
が
国
に
お
け
る
犬
の
狂
犬
病
の
流
行
と
防
疫
の
歴
史唐
仁
原
景
昭

一
、
日
本
の
終
末
期
医
療
と
安
楽
死
の
歴
史

新
村
拓

一
、
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
ー
世
の
皇
帝
の
書
（
一
二
三
一
年
）
と

追
補
（
一
二
四
○
年
）
の
発
布
と
そ
の
背
景

辰
野
美
紀

一
月
例
会
平
成
十
四
年
一
月
二
十
六
日

順
天
堂
大
学
医
学
部
八
号
館
三
番
教
室

一
、
日
本
医
史
学
会
史
資
料
供
覧

岡
田
靖
雄

一
、
江
戸
幕
府
寄
合
医
師
添
田
玄
春
の
日
々
の
暮
ら
し

深
瀬
泰
且

訂
正
本
誌
第
四
十
七
巻
第
二
号
に
お
い
て
、
五
月
例
会
に
演
者
の
変
更
が

あ
り
ま
し
た
の
で
、
左
記
訂
正
致
し
ま
す
。

夫
同
滞
失
記
事
詫
劣
茨
茨
夫
詣
恭
夫
＊
滞
茨
同
諾
糸
弗
火
携
＊
蒜

｜
例
会
抄
録
一

関
東
大
震
災
と
横
浜
「
関
西
村
」
の
病
院
に
つ
い
て

七
十
八
年
前
の
大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）
九
月
一
日
午
前
十
一
時

五
十
八
分
に
、
相
模
湾
西
部
の
地
下
二
八
ｋ
ｍ
を
震
源
と
す
る
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
七
・
九
の
大
地
震
が
、
東
京
・
神
奈
川
・
千
葉
・
静
岡
・
山

梨
の
各
地
を
襲
っ
た
。
中
で
も
東
京
市
、
横
浜
市
は
家
屋
の
倒
壊
に
続

い
て
大
火
災
を
引
き
起
し
、
わ
が
国
未
曾
有
の
都
市
災
害
を
も
た
ら
し

た
。

こ
の
震
災
の
被
害
に
つ
い
て
は
、
東
京
市
が
詳
し
く
報
じ
ら
れ
て
い

る
が
、
横
浜
市
に
つ
い
て
は
広
く
知
ら
れ
て
い
な
い
。
即
ち
、
家
屋
の

全
焼
六
二
、
六
○
四
戸
、
全
潰
九
、
八
○
○
戸
、
死
者
二
一
、
三
八
四

人
、
重
傷
者
三
一
、
○
一
四
人
、
行
方
不
明
一
、
九
五
一
人
で
、
横
浜

の
被
害
面
積
は
宅
地
総
面
積
の
総
八
割
に
達
し
た
と
い
う
。

五
月
例
会
平
成
十
三
年
五
月
二
十
六
日

順
天
堂
大
学
医
学
部
九
号
館
八
番
教
室

一
、
東
京
大
学
医
学
部
と
お
雇
い
外
人
教
師

一
、
私
の
垣
間
見
た
近
世
漢
方
史
の
一
面

中
西
淳
朗

菊
谷
豊
彦

酒
井
シ
ヅ


